
２
０
２
３
年
12
月
に
国

立
大
学
法
人
法
の
一
部
が

「
改
正
」
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
の
国
立
大
学
を
特
定

国
立
大
学
法
人
と
し
て
合

議
体
・
運
営
方
針
会
議
を

設
置
、
そ
の
運
営
方
針
会

議
の
委
員
選
任
は
大
臣
承

認
と
い
う
も
の
で
す
。
大

学
意
思
決
定
が
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
行
わ
れ
、
時
の
政

府
が
そ
の
意
思
決
定
に
影

響
を
与
え
る
制
度
で
す
。

２
０
２
４
年
10
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

同
時
に
開
始
さ
れ
る
見

込
み
の
国
際
卓
越
研
究
大

学
で
す
が
、
最
終
候
補
に

１
校
残
っ
た
東
北
大
学
は
、

認
定
の
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
東
北
大
学
は

こ
れ
ま
で
、
認
定
に
向
け

て
注
力
し
、
そ
の
申
請
書

に
は
学
内
議
論
な
し
に
数

多
く
の
改
革
案
と
、
高
い

数
値
目
標
を
明
記
し
ま
し

た
。
設
置
さ
れ
る
運
営
方

針
会
議
に
よ
る
方
針
提
示

と
業
務
監
督
は
、
間
違
い

な
く
大
学
の
自
治
を
崩
す

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
長

く
維
持
し
て
い
た
民
主
的

な
運
営
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
、
厳
し
く
見
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

高
い
数
値
目
標
に
つ
い
て

は
、
そ
の
達
成
を
担
う
の

が
現
場
の
教
職
員
で
す
。

今
で
も
現
場
は
業
務
過
多

な
の
に
、
労
働
強
化
が
容

易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。
大

学
運
営
に
つ
い
て
も
、
労

働
環
境
に
つ
い
て
も
、
労

働
組
合
の
役
割
は
今
以
上

に
大
き
く
な
り
ま
す
。

本
議
案
書
で
は
、
国
際

卓
越
研
究
大
学
へ
の
対
応
、

無
期
転
換
問
題
へ
の
取
り

組
み
、
学
内
民
主
の
維
持
、

組
織
拡
大
に
つ
い
て
提
起

し
ま
す
。
支
部
に
お
け
る

検
討
と
積
極
的
な
議
論
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

学
内
世
論
を
引
き
起
こ
し

要
求
実
現
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
組
合
員
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

一
方
、
組
合
組
織
に
つ

い
て
は
、
組
織
率
減
少
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
広
く

勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
正
職
員

の
加
入
が
少
な
く
、
支
部

や
個
人
か
ら
の
借
入
や
カ

ン
パ
に
よ
っ
て
予
算
を
維

持
し
て
い
る
状
態
で
す
。

組
合
員
拡
大
と
収
入
確
保

が
、
私
た
ち
の
必
須
課
題

と
な
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
期
も
、
現

場
の
要
求
に
基
づ
く
雇
用

安
定
、
待
遇
改
善
、
要
求

実
現
、
働
き
や
す
い
職
場

作
り
の
た
め
に
取
り
組
む

所
存
で
す
。
大
会
に
お
け

る
積
極
的
な
議
論
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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＊ウラガネ政治の大増税
No！

＊政府は選択的夫婦別性、
早く！

＊政府は国立大に
１６００億返せ！

東北ろうきん
をご利用ください

組合員限定
ローンの金利が

お得です

気軽に下記まで

０１２０ー１９１９－６２

定期大会（7月27日）

国際卓越研究大学認定で予想されるトップダウンに抗し、

民主的運営の維持と働きやすい職場作りを！

片山知史執行委員長

雇止め方針撤回せよと訴える片山委員長



４
月
13
日
に
医
労
連
主

催
で
国
立
療
養
所
東
北
新

生
園
の
見
学
会
が
あ
り
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
１
９
４
３
年

（
昭
和
14
年
）
に
ハ
ン
セ

ン
病
（
ら
い
病
）
の
療
養

施
設
（
４
０
０
床
）
と
し

て
開
設
、
一
時
は
７
７
０

床
（
昭
和
29
年
）
ま
で
の

規
模
に
な
っ
た
全
国
で
13
ヶ

所
あ
る
施
設
の
１
つ
で
す
。

東
京
ド
ー
ム
７
・
５
個

分
の
広
大
な
敷
地
の
中
に

は
療
養
し
な
が
ら
生
活
し

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
住

宅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

図
書
館
、
郵
便
局
、
教
会
、

ホ
ー
ル
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
現
在
は
26
名
の
方
が

治
療
を
続
け
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
こ

の
病
気
の
名
前
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
本

当
に
何
の
病
気
な
の
か
、

ど
う
い
う
治
療
を
受
け
て

き
た
の
か
、
そ
し
て
ど
う

い
う
待
遇
を
受
け
て
き
た

の
か
な
ど
本
当
の
事
を
知

ら
な
い
ま
ま
今
に
至
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
も

こ
の
田
舎
の
片
隅
の
限
ら

れ
た
場
所
で
、

家
族
や
親
族

友
だ
ち
と
引

き
離
さ
れ
て

一
生
を
終
え

る
人
生
が
あ

る
と
い
う
こ

と
を
知
り
衝
撃
で
し
た
。

１
８
７
３
年
（
明
治
６

年
）
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ

ン
セ
ン
医
師
に
よ
り
ら
い

菌
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、

日
本
で
は
１
９
３
１
年

（
昭
和
６
年
）
の
「
癩
予

防
法
」
制
定
、
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
年
）
（
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
）

「
優
生
保
護
法
」

制
定
か
ら
長
い
年

月
を
経
て
１
９
９

６
年
（
平
成
８
年
）

に
や
っ
と
「
ら
い

予
防
法
」
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、

社
会
に
お
け
る
偏

見
と
差
別
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。

熊
本
地
裁
で
の
違
憲
国

家
賠
償
請
求
訴
訟
勝
訴
後
、

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）

に
全
国
50
の
新
聞
紙
上
に

厚
生
労
働
大
臣
名
で
謝
罪

広
告
が
掲
載
さ
れ
、
こ
の

長
い
間
、
苦
し
み
に
耐
え

て
き
た
人
々
が
存
在
し
た

と
い
う
歴
史
を
あ
ら
た
め

て
知
る
事
と
な
り
ま
す
。

園
内
ツ
ア
ー
で
は
か
つ

て
た
く
さ
ん
の
患
者
た
ち

が
職
員
た
ち
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
お
互
い
助
け
合

い
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら

し
一
生
を
終
え
て
い
く
様

子
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

た
自
然
豊
か
な
こ
の
地
で

の
悲
し
い
歴
史
的
事
実
に

思
い
を
馳
せ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
子
ど
も
た

ち
や
ま
だ
知
ら
な
い
人
々

に
「
人
権
学
習
」
と
し
て

一
度
は
見
学
し
て
知
っ
て

ほ
し
い
遺
産
だ
と
思
い
ま

し
た
。

（
多
元
研
支
部

後
藤
洋
子
さ
ん
）

２
０
２
４
年
６
月
１
日

午
後
に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ビ
ル

で
、
私
た
ち
が
加
盟
す
る

宮
城
県
労
働
組
合
総
連
合

の
第
76
回
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
０
２
４
年
国

民
春
闘
中
間
総
括
と
６
月

以
降
の
方
針
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

物
価
高
騰
が
、
労
働
者
、

県
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る

中
、
「
賃
上
げ
、
夏
季
一

時
期
の
上
積
み
」
「
物
価

上
昇
を
上
回
る
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
」
の
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
の
問
題
と
し
て
は
、

４
病
院
統
合
・
移
転
阻
止
、

医
療
・
公
共
体
制
の
充
実

を
医
労
連
と
仙
台
市
民
の

会
等
が
実
施
す
る
宣
伝
行

動
、
宮
城
県
要
請
を
強
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
各
職
場
で
の
組

合
活
動
の
経
験
交
流
な
ど

を
行
い
、
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
こ
の
春
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
宮
城
地
域
支
部

の
組
合
員
１
名
が
無
期

転
換
で
き
た
の
で
す
が
、

こ
の
方
は
東
北
大
職
組

の
取
り
組
み
か
ら
学
ん

で
交
渉
し
、
成
果
を
得

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
片
山

知
史
委
員
長
）
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「人権学習」として多くの人に知ってほしい

宮
城
県
労
連
第
76
回
評
議
員
会

２
０
２
４
年
国
民
春
闘
方
針
決
定

東
北
大
学
の
取
り
組
み
に
学
び
無
期
転
換

鎌内事務局長による情勢報告と方針提案

この霊安堂にほとんどの患者

さんが亡くなっても家に戻れず

眠っておられます

資料館の中で新生園の歴史を見

ることができるそうです（この日は

休館日のため見られませんでした）



７
月
７
日
に
５
５
０
名

が
女
川
の
町
に
集
結
し
、

「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
！
女
川
原
発

再
稼
働

宮
城
県
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
川

原
発
２
号
機
は
被
災
原
発

で
あ
り
、
老
朽
原
発
で
す
。

事
故
を
起
こ
し
た
福
島
原

発
と
同
じ
型
で
危
険
の
リ

ス
ク
は
大
き
く
再
稼
働
な

ど
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

能
登
半
島
地
震
で
明
ら

か
に
な
っ
た
家
屋
の
倒
壊

が
起
こ
れ
ば
屋
内
退
避
が

不
可
能
に
な
り
、
道
路
の

寸
断
で
避
難
し
た
く
と
も

避
難
で
き
な
い
事
態
が
発

生
し
、
原
発
の
避
難
計
画

は
破
綻
し
ま
す
。
専
門
家

に
よ
る
安
全
性
検
討
会
を

再
度
設
置
し
、
海
底
活
断

層
の
連
動
性
や
地
盤
の
隆

起
・
沈
降
を
含
め
た
知
見

に
基
づ
き
安
全
性
の
検
証

を
す
る
べ
き
な
の
で
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青

木
美
希
さ
ん
の
講
演
は
丁

寧
な
現
地
調
査
に
基
づ
い

た
報
告
を
中
心
に
テ
ン
ポ

良
く
情
報
が
満
載
で
、
時

間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
「
原
発

ゼ
ロ
で
生
き
る
方
法
」
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
演
後
は
３
５
０
名
が
、

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
を
囲

う
よ
う
に
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
地
元
住
民
が
家
か

ら
手
を
振
っ
て
く
れ
て
、

パ
レ
ー
ド
の
交
通
整
理
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
県
警
の

方
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、

バ
ス
3
台
で
仙
台
か
ら
参

加
し
た
我
々
は
女
川
を
後

に
し
ま
し
た
。
女
川
原
発

２
号
機
の
再
稼
働
は
必
ず

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ

う
！

（
多
元
研
支
部

後
藤
洋
子
さ
ん
）
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第６３回宮城県母親大会in大崎
１１月１７日（日）

記念講演：安田菜津紀さん
フォトジャーナリスト

「Stop!女川原発再稼働 宮城県集会」

危険のリスクが大きい再稼働 必ずストップを

第６９回はたらく女性の中央集会in岩手

１１月１６日（土）全体会

記念講演 和田靜香さん（ライター）

「私たちが安心して暮らすために

考えたい身近な政治」

１１月１７日（日）分科会

「平和」「働き方」「防災」「女性差別撤廃条約」

戦
争
の
爪
痕
を
め
ぐ
る
平
和
バ
ス
ツ
ァ
ー

仙
台
の
戦
跡

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

４
月
21
日
（
日
）
、
県
労
連
と
平
和
委
員
会
主

催
の
平
和
バ
ス
ツ
ァ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
よ

く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
た
榴
ヶ
岡
公
園
や
通
勤

路
で
あ
っ
た
五
色
沼
近
辺
に
こ
の
よ
う
な
碑
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
（
編

Ｍ
）

現地調査にもとづき講演する青木さん

女川町での行進は30年ぶりとのこと

⇑ 五色沼の隣

軍馬軍用動物彰忠塔

「原発いらない」「事故が
あっても逃げられない」
と大きな声でコールしながら

⇓ 榴ヶ岡公園内

満州事変の首謀者

石原莞爾（かんじ）将軍の碑



昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
も
東
北
の
主
要
な
秋
漁

の
資
源
で
あ
る
サ
ン
マ
、

サ
ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
は
、

残
念
な
が
ら
不
漁
だ
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

魚
介
類
は
、
東
北
沿
岸
の

水
産
加
工
業
の
主
力
原
料

で
す
。
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
後
に
、
よ
う

や
く
工
場
を
再
建
し
て
加

工
産
品
を
生
産
し
て
き
た

中
、
地
元
の
安
く
て
新
鮮

な
原
料
が
入
手
で
き
な
い

こ
と
は
、
大
打
撃
で
す
。

サ
ン
マ
の
不
漁
の
原
因

は
、
基
本
的
に
サ
ン
マ
資

源
量
の
減
少
で
す
。
漁
業

資
源
の
資
源
量
は
漁
獲
圧

と
環
境
要
因
に
よ
っ
て
変

動
し
ま
す
。
サ
ン
マ
、
サ

ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
い
ず

れ
も
、
１
９
９
０
年
半
ば

以
降
は
豊
漁
で
し
た
。
し

か
し
２
０
１
５
年
前
後
か

ら
水
揚
げ
量
が
大
き
く
減

少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
し
こ
の
減
少
が
乱
獲
な

ら
ば
、
以
前
に
豊
漁
だ
っ

た
原
因
を
説
明
で
き
ま
せ

ん
。
主
要
要
因
は
環
境
変

動
で
す
。
実
は
、
海
の
生

物
資
源
の
多
く
は
、
地
球

規
模
の
気
象
海
洋
環
境
が

数
十
年
ス
ケ
ー
ル
で
変
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

規
模
に
増
減
し
て
い
る
の

で
す
。
サ
ン
マ
、
サ
ケ
、

ス
ル
メ
イ
カ
も
、
今
ち
ょ

う
ど
そ
の
低
迷
期
に
あ
る

の
で
す
。

も
う
一
つ
の
背
景
に
は
、

分
布
域
が
沖
合
に
移
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
沖
合
の
サ

ン
マ
が
日
本
の
近
海
ま
で

回
遊
し
て
こ
な
く
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

三
陸
沖
は
北
か
ら
の
親
潮

と
南
か
ら
の
黒
潮
が
混
じ

わ
る
こ
と
で
、
世
界
三
大

漁
場
の
1
つ
が
形
成
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
近
年
、
親

潮
の
勢
力
が
弱
く
、
沿
岸

に
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
。
遠

い
沖
を
通
っ
て
、
産
卵
場

で
あ
る
黒
潮
域
に
南
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
実
は
こ

の
親
潮
が
弱
い
こ
と
で
、

コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
等
の
海

藻
（
養
殖
を
含
む
）
が
必

要
と
す
る
栄
養
塩
が
不
足

気
味
で
あ
り
、
岩
礁
資
源

の
生
産
に
も
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

サ
ン
マ
が
減
少
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
隣
国
が

先
に
獲
っ
て
し
ま
う
か
ら
、

と
い
う
報
道
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
影
響
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
主
要
要
因
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
何

か
あ
る
と
全
て
、
＊
＊
国

が
悪
い
、
＊
＊
国
の
せ
い

だ
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
が
、
そ
れ
は
偏
見
か
ち
ょ
っ

と
意
図
的
で
す
ね
。

今
年
は
ビ
キ
ニ
被
災
70

年
。
今
年
も
宮
城
県
内
で

は
気
仙
沼
市❘

仙
台
市
コ
ー

ス
と
栗
原
市
若
柳❘

丸
森
コ
ー

ス
を
行
進
し
、
６
月
20
日
、

元
鍛
冶
丁
公
園
で
行
進
合

流
・
交
流
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
自
治
体
か
ら
の
世
界

大
会
成
功
の
た
め
の
平
和

行
進
ペ
ナ
ン
ト
の
中
に
、

元
農
学
部
支
部
の
組
合
員

で
あ
っ
た
、
現
在
加
美
町

長
の
石
山
敬
貴
さ
ん
の
名

前
を
み
つ
け
ま
し
た
。

（
編
・
Ｍ
）

＊
柳
沢
協
二
さ
ん
講
演
会

８
月
４
日
（
日
）
13
時
半

仙
台
弁
護
士
会
館
４
階

＊
８
．
15
戦
争
を
阻
止
す

る
平
和
集
会

８
月
15
日
（
木
）
13
時
半

仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

毎
日
の
よ
う
に
各
地
で
、

ま
た
世
界
で
甚
大
な
自
然

災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
世
界
の
実
現

の
た
め
に
世
界
の
人
々
が

力
を
あ
わ
せ
な
い
と
と
危

機
感
を
覚
え
ま
す
。
戦
争

な
ど
し
て
い
る
場
合
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
原
発
の
再

稼
働
も
止
め
ま
し
ょ
う
。

旧
優
生
保
護
法
に
つ
い

て
最
高
裁
が
違
憲
だ
と
断

じ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
は
、
定
期
大
会
後

に
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
。

要
求
実
現
の
た
め
に
は
新

し
い
仲
間
を
迎
え
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

（
Ｍ
）
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編
集
後
記

日
程

ひ
きだ

し

今
年
も
サ
ン
マ
は
・
・
・

農
学
部
支
部

片
山
知
史
さ
ん

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ

２
０
２
４
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

戦
争
で
は
な
く

平
和
の
た
め
の
準
備
を

５月６日に礼文島を出発しました

たくさんの平和行進ペナントが寄せられました


